　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成30年度事業報告書
特定非営利活動法人兵庫大阪ヒューマンホープ

1、 特定非営利活動に係る事業の成果
平成30年4月～平成31年3月の1年間に、我々日本国の経済活動あるいは社会活動において、氷山の

一角であったとも考え得るであろう種々多様な問題の浮彫、国家をも揺るがす事態とも考えられる社会問題が

浮上した年でありました。

また、今年度も地域活動と現状を俯瞰すると人間関係の希薄化や老々介護、生活困窮など地域課題への緊急
対応の必要性、障がい者雇用の重要性を認識した年でもありました。
安倍内閣による経済活動の賃金向上に気運をもたらすであろうアベノミクスに期待する中、厚生労働省の統計
問題や各日本国家の象徴でもある中央省庁による障がい者雇用の水増し問題と愕然とする一年でありました。

特に、国の法律改正や社会保障問題への取り組み、介護人材の不足、少子高齢化に対応する日本全体での
より良き方向への舵取りを真剣に行動していくことが急務の中、本当に辛い一年でありました。

そのような中で、当法人の活動と使命におきましては、国や地方自治体ができない領域の分野への取組みと
やはり中央省庁や国家でも難しいと現実的に突き付けた障がい者雇用に一層取り組む所存です。

上記課題解決に向けて取り組む狙いを定め、社会保障のさらなる拡充を願いつつ、障がい者の方々に焦点を
当てた活動に今年度も注力邁進してまいりました。各種社会参加や会社での就職が難しく、一般企業や一般
人を含む、理解促進に向けた行動と取り組みの推進に重点をあてた活動が今年度も主でありました。
障がい者の方々が、現状直面されている、働きたくても働けない、働く機会にも恵まれずに困難な生活を余儀
なくされている状況の打破のための就労促進及び生活の安定を意図しながら平成30年度も働く場所の提供
や最低賃金支払いによる生活保障、能力を発揮させる様々な訓練・指導や種々の活動を昨年度に引き続き、

行ってまいりました。

未だに社会的弱者の保護や日本の経済環境を俯瞰する上での雇用問題、特に完全正社員雇用は未だに
厳しく、難しい状況であります。

皆が分け隔てなく、暮らしやすい、住みやすい街づくりの必要性も問われております。しかしながら、未だに、

障がい者の方々が目の前の障壁によって、労働市場から排除されているのも中央省庁含めて見受けられました。
当法人は障がい者の方々が本当に希望と誇り、自信を持ち、皆が幸せで希望に満ち溢れる社会づくりの必要
性に基づいた、社会での労働市場づくりと地域の雇用創造の活動強化を図っています。
雇用契約の締結と働く場所の提供を主として実施し、31年3月31日で事業開始から3年8か月経過した今日
まで、法人づくりと支援及び収入確保の側面で困難を極める中、仕事の確保と活動を続けて行ってきました。

我が国、日本の悪い部分ばかりに注目せず、よい部分もたくさんある中、良き部分をさらに伸ばしていく過程で、
厚生労働省が中心となり、共生社会の実現に向け、0.5歩でも1歩でも邁進していきたいと考えております。

就労の機会へ向けた取り組みの1つである生産活動の提供は、昨年とは違い、基本である封入作業、箱づくり、
ラベル貼り、各種商品の検品や梱包、分別など昨年同様継続、また、食品製造に直結する食品の封入作業、
既定量検品等で、商材を関東地域に出荷、特に神奈川、千葉、銀座方面への発送が多く、新たにその食品の卸売・小売もはじめました。
また、代表自身が営業活動を継続して行っており、収益確保の課題に向けて、一生懸命取り組んでおり、
施設外での就労を目的に、障がい者4名が実際の一般企業にて職員同行と指導のもと、はじめて実施できた

年でもあり、より具体化した行動と支援が行えました。

 障がい者の仕事に対するイメージがさらに膨らみ、自信に繋がることを目的として、取り組む事業であります。
 さらに、衣類や毛布関係のダニを捕獲する薬剤を使用しない自然由来成分配合のダニ虫捕獲商品にも着手

しました。 上記内容からさらなる取組みの継続と平成31年度も当施設の卸売・小売・施設外就労でさらなる飛
躍を求めていきたいと考えております。
雇用の創造と地域密着型による企業との協力による支援拡充を主として行い、翌年度も実行してまいりたいと
思っております。

当法人での食品封入並びに製品化業務による関東地域に発送・出荷している商品画像を掲載させて頂き

ます。
（参考⇒右側に食品画像掲載）　　　　　[image: image1.jpg]
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（課題について）
働きやすい施設づくりですが、現在仕事をしておられる方は、全員とまではいかなくとも笑顔が増えており、
人としてのコミュニケーション形成や人間関係もさらに構築できていると評価しています。楽しい雰囲気も
醸成されていて、うまく支援ができていると考えられます。仕事を一生懸命頑張っていますし、休憩時間中
は笑いが絶えなく、お昼休みも和気あいあいと楽しく日々を過ごしておられます。
　　但し、全員がうまくいっている事はなく、法人の力量不足で前に進むことを諦めてしまった障がい者も3名発生
　　させてしまいました。そこが反省点でもあります。

2、 事業実施体制
（１）会議に関する事項
①通常総会
開　催　日　令和元年　6月　8日（土）13時30分～15時00分
開催場所　当法人事業所　伊丹市東有岡３丁目８１番地
出席者　10名　（うち委任状提出表決委任者　5名　＊運営会員総数１０名）
議事内容　平成30年度（第4期）　事業報告、決算報告の承認

　　　　　　　平成31年度令和元年度（第5期）　事業計画、活動予算、役員改選等の承認

　　　　　
②理事会

開　催　日　令和元年6月8日（土）15時00分～16時00分
開催場所　当法人事業所　伊丹市東有岡３丁目８１番地

出席者　３名　（うち委任状提出表決委任者0名　＊理事総数３名）

議事内容　平成30年度（第4期）　事業報告、決算報告

　　　　　　　平成31年度令和元年度（第5期）　事業計画、活動予算等
　　　　　

（２）事務局体制

①事務局長：　代表理事　今川知典兼務、　事務局スタッフ：30年度1名利用者である方が事務局スタッフ
　　⇒利用者である障がい者の方がＰＣにおける日商ＰＣ検定資格取得することができました。

②研修会*************
平成30年度兵庫県健康福祉部障害福祉局ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ推進課による障害者総合支援法等事業者説明会
（３）会員

①運営会員　10名

②賛助会員　2名

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力会員　０名
（４）ご助力・ご指導頂いた機関

・伊丹市地域生活支援センター

・伊丹公共職業安定所専門援助部門

・各伊丹市、宝塚市の福祉施設及び相談支援事業所の方々

・各伊丹市、尼崎市、宝塚市の障害福祉課の方々など　　　　　　（順不同）
（5）平成30年度の所感について

法人立ち上げから現在に至るまで、特に今年度は、法改正厚生労働省により、本当に厳しく困難な道のりでした。
（4）の機関によるご協力や各種企業におきましては、収益面で支えて下さり、また活動の原点とサービスの対価
として、特に、株式会社ヨシケイ及びヤバケイに感謝と社会貢献企業としての価値づくりにご協力頂きました。
あらためて、感謝の意と敬意を表したいと思います。弊社営業活動の努力にお応え頂き、誠にありがとうございま
した。平成30年度におきましても、兵庫県と伊丹市の障害福祉サービスの質の向上と広がりに真摯に取り組んで
いきたく、新たな決意とともに障がい者雇用の新たなる飛躍と業務邁進していく所存です。
